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紹

介
福
田
安
典
著
『
平
賀
源
内
の
研
究

大
坂
篇
―
源
内
と
上
方
学
界
―
』

有

澤

知

世

本
書
は
、
福
田
安
典
氏
の
平
賀
源
内
に
関
す
る
論
文
を
集
成
・
増
補
し
、

従
来
の
源
内
研
究
を
大
幅
に
書
き
換
え
た
画
期
的
な
研
究
書
で
あ
る
。
従
来

平
賀
源
内
に
つ
い
て
は
、
三
十
歳
過
ぎ
か
ら
五
十
二
歳
ま
で
の
、
江
戸
で
の

印
象
的
な
事
跡
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
本
書
は
、
源

内
が
三
十
歳
ま
で
を
過
ご
し
た
讃
岐
、
上
方
時
代
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、

源
内
と
い
う
人
物
を
根
本
か
ら
論
じ
る
た
め
の
研
究
書
で
あ
る
。

Ⅰ
「
風
来
山
人
の
誕
生
」
で
は
、
源
内
が
「
白
石
」
姓
を
改
め
「
平
賀
」

姓
を
名
乗
る
経
緯
に
つ
い
て
の
再
検
討
か
ら
始
ま
り
、
離
郷
前
後
の
誹
諧
活

動
、
上
方
行
き
、
江
戸
で
の
出
版
活
動
を
た
ど
っ
て
い
る
。

特
に
二
、
三
章
で
は
、
従
来
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
讃

岐
の
俳
人
「
李
山
」
と
し
て
の
源
内
の
姿
を
描
き
、
志
度
俳
壇
と
の
強
い
関

係
に
注
目
し
て
い
る
。
一
般
的
に
、
源
内
は
長
崎
遊
学
を
経
て
江
戸
行
き
を

決
心
し
、
宝
暦
四
年
に
家
督
を
妹
婿
に
譲
っ
た
と
し
て
説
か
れ
る
が
、
そ
の

実
態
は
不
明
瞭
な
点
が
多
い
。
第
二
章
「
宝
暦
三
年
の
平
賀
源
内
―
白
石
か

ら
平
賀
、
そ
し
て
離
郷
―
」
で
は
、
家
督
を
譲
っ
た
と
さ
れ
る
年
の
直
前
に

あ
た
る
宝
暦
三
年
が
、
源
内
の
俳
諧
活
動
の
最
盛
期
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す

る
。
本
書
で
は
、『
平
賀
源
内
全
集
補
遺
二
』
に
収
め
ら
れ
る
、
性
格
が
不

明
瞭
で
あ
っ
た
宝
暦
三
年
短
文
を
、「
新
た
な
志
度
俳
壇
を
起
こ
す
べ
く
起

草
さ
れ
た
も
の
」（
四
一
頁
）
と
位
置
づ
け
、「
こ
の
年
に
お
け
る
源
内
の
精

力
的
な
俳
壇
結
成
の
事
情
か
ら
成
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（
同
頁
）

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
源
内
が
大
坂
の
椎
本
流
俳
諧
と
自
身
と
の
関
係
を
述

べ
た
、
他
の
年
次
不
詳
の
短
文
に
つ
い
て
検
討
し
、
源
内
の
伝
記
中
不
明
瞭

で
あ
る
宝
暦
二
年
以
前
に
、
大
坂
で
の
俳
諧
修
行
期
間
が
あ
っ
た
こ
と
を
想

定
す
る
。

Ⅱ
「
戸
田
旭
山
と
い
う
師
匠
」
で
は
、
源
内
が
江
戸
へ
出
る
以
前
の
、
上

方
時
代
を
辿
る
。
源
内
の
上
方
時
代
は
、
彼
の
基
礎
と
な
る
部
分
を
つ
く
っ

た
当
時
の
上
方
学
界
と
共
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
源
内
の
「
師
匠
」
で

あ
る
戸
田
旭
山
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

旭
山
と
は
、『
近
世
畸
人
伝
』
に
も
紹
介
さ
れ
る
大
坂
の
本
草
学
者
で
、

医
者
を
生
業
と
し
た
人
物
で
あ
る
。
第
四
節
「
旭
山
の
薬
品
会
」
で
は
、
彼

の
代
表
的
な
事
績
で
あ
る
宝
暦
十
年
の
薬
品
会
と
、
そ
の
記
録
で
あ
る
『
文

会
録
』
に
注
目
す
る
。
こ
の
会
に
は
、
都
賀
庭
鐘
や
木
村
兼
葭
堂
と
い
っ
た
、

当
時
一
流
の
上
方
文
人
達
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
伊
丹
酒
造
家
と

の
経
済
的
な
か
か
わ
り
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
旭
山
の
薬
品
会
が
、

い
か
に
当
時
の
上
方
学
問
・
文
化
界
に
お
い
て
大
き
な
存
在
感
を
示
し
た
か

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
旭
山
が
敵
視
し
た
京
都
堀
川
の
医
師
、
香
川
修
庵
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
る
。
旭
山
は
修
庵
を
強
く
意
識
し
て
お
り
、
旭
山
の
弟
子
で
あ
る
源

内
も
ま
た
、
修
庵
へ
の
関
心
が
高
い
。
そ
の
よ
う
な
緊
張
関
係
の
中
、
修
庵

の
高
弟
で
あ
っ
た
都
賀
庭
鐘
が
旭
山
の
薬
品
会
に
出
品
、
参
加
し
、
学
識
を

闘
わ
せ
て
い
る
と
い
う
興
味
深
い
事
実
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
同
時
代

を
生
き
な
が
ら
、
並
べ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
源
内
と
庭
鐘
で
あ
る
が
、
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福
田
氏
が
「
医
学
や
本
草
学
か
ら
見
た
場
合
は
、
両
者
は
互
い
を
意
識
す
る

理
由
が
む
し
ろ
あ
り
す
ぎ
る
ほ
ど
で
あ
る
」（
一
六
九
頁
）
と
述
べ
る
よ
う

に
、
彼
ら
は
上
方
の
学
問
を
介
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ
「
平
賀
源
内
の
文
芸
風
景
」
は
、
上
方
初
期
洒
落
本
で
あ
る
『
本
草
妓

要
』
が
、
何
を
素
材
に
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
か
ら
始
ま
る
。
従
来

『
本
草
妓
要
』
は
、
清
の
本
草
書
『
増
訂
本
草
備
要
』
の
も
じ
り
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
序
以
降
の
凡
例
や
附
図
、
本
文
は
『
本
草
備

要
』
の
も
じ
り
で
は
な
い
。
本
書
で
は
、『
本
草
妓
要
』
本
文
の
再
検
討
を

通
し
て
、
実
は
香
川
修
庵
の
代
表
的
な
著
書
『
一
本
堂
薬
選
』『
一
本
堂
行

余
医
言
』
が
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て

『
本
草
妓
要
』
の
作
者
と
読
者
が
、
修
庵
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、

宝
暦
期
の
医
学
書
生
の
間
で
、
医
学
書
を
下
敷
き
に
し
た
戯
作
が
流
行
し
て

い
た
こ
と
を
述
べ
る
。

そ
の
上
で
、
第
二
章
「
平
賀
源
内
『
天
狗
髑
髏
鑑
定
縁
起
』
論
―
本
草
学

と
戯
作
―
」
で
、
源
内
が
風
来
山
人
の
名
で
出
版
し
た
戯
作
『
天
狗
髑
髏
鑑

定
縁
起
』
の
重
要
な
素
材
が
、
古
義
堂
や
懐
徳
堂
と
い
っ
た
上
方
学
界
で
注

目
さ
れ
た
荻
生
徂
徠
『
天
狗
説
』
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、『
天
狗
説
』
を
め

ぐ
る
伊
藤
東
涯
や
松
岡
恕
庵
の
動
向
な
ど
を
当
て
込
ん
で
制
作
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、「
本
草
学
者
と
し
て
生
き
た
源
内
の
姿
が
濃

厚
に
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
注
目
す
べ
き
作
品
で
あ
る
」（
二
一
八
頁
）
と

再
評
価
す
る
。
ま
た
、
第
四
章
「
平
賀
源
内
と
『
名
物
六
帖
』」
で
は
、
古

義
堂
か
ら
誕
生
し
た
辞
書
『
名
物
六
帖
』
を
、
源
内
が
い
か
に
利
用
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
中
村
幸
彦
氏
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た

調
査
に
よ
り
、
源
内
の
文
芸
作
品
に
お
け
る
『
名
物
六
帖
』
の
利
用
箇
所
を

指
摘
し
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
衒
学
的
な
彼
一
流
の
文
体
を
な
す
一
要

素
で
も
あ
っ
た
」（
二
六
四
頁
）
と
述
べ
、「
今
後
の
源
内
の
文
体
論
を
考
え

る
と
き
に
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
二
六
六
頁
）
と
問
題
提
起
を

行
っ
て
い
る
。

本
章
で
は
、
近
世
文
学
研
究
に
医
学
・
本
草
学
か
ら
の
視
点
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
学
問
と
文
芸
活
動
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
具
体
的

に
明
ら
か
に
し
、
源
内
戯
作
に
あ
ら
わ
れ
た
、
上
方
学
界
へ
の
意
識
を
照
射

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅳ
「
お
わ
り
に
―
平
賀
源
内
と
そ
の
時
代
―
」
で
は
、
再
び
庭
鐘
に
焦
点

が
置
か
れ
、
源
内
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
生
き
た
時
代
を
概
観
す
る
。

「
庭
鐘
と
源
内
と
は
因
縁
あ
さ
か
ら
ぬ
関
係
で
あ
る
」（
二
八
〇
頁
）
と
さ
れ

る
よ
う
に
、
両
者
は
同
時
代
に
医
学
・
本
草
学
・
戯
作
と
い
う
同
じ
土
俵
に

立
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
香
川
修
庵
・
戸
田
旭
山
と
い
う
対
照
的
な
師
を
選

び
、
生
涯
に
渡
っ
て
互
い
に
意
識
し
合
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
見
没
交

渉
に
見
え
る
両
者
は
、
実
は
意
外
に
も
近
い
距
離
に
あ
り
、
二
人
の
生
き
た

上
方
の
文
化
圏
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
源
内
像
を
論
じ
て
い
る
。

本
書
に
収
め
ら
れ
る
の
は
、
表
面
か
ら
は
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
膨
大
な
医
学
書
調
査
の
上
に
成
り
立
つ
研
究
で
あ
る
。
福
田
氏
自
ら

「
上
方
学
界
と
絡
め
た
新
た
な
源
内
論
が
待
た
れ
て
い
る
」（
二
九
八
頁
）
と

さ
れ
る
よ
う
に
、
本
書
に
続
く
福
田
氏
の
さ
ら
な
る
ご
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
三
年
一
月
、
三
一
二
頁
、
五
，
八
〇
〇
円
）

（
あ
り
さ
わ
・
と
も
よ

本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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